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自然な立体像を表示できるホログラフィックティスプレイを実現tるためには,光の波長ス
ケールのサイズを持っホログラム記録情報を高速かつ高窟度に表示できるディスプレイの開発

が必要である。本論文では,そのような高疹度情報を高速に記録し表示できる磁気光学ホログ

ラフィック 3D ディスプレイの開発について述べている。特に人工磁気格子構造を用いること
で,高輝度かっ低エネルギーで記録することができる磁気記録媒体を作製した結果,そして磁
気ホログラムパターンを制御することでノイズ低減を実現した結果について述べている。

第1章では,本論文の研究対象である 3Dディスプレイ技術,ホログラフィックディスプレイ
技術,磁気光学ホログラフィック3Dディスプレイの背景および原理について記述している。第
2 章では,人工磁気格子を用いたホログラムとして,磁陛フォトニック結晶をディスプレイに
用いることで記録効率および回折効率を向上させた結果について記述している。第 3 章では,
磁気ホログラムディスプレイ実現のため,磁陛薄膜に直接書込みを行う計算機ホログラムを採

用し,それにより物理的なビクセル構造が不要になり,記録した磁気ビクセルの位置を制御す
ることでノイズ低減を行った結果について述べている。第4 章では,動画表示のための光学系

として,広視野角の動画再生を行うためにマイクロレンズアレイを用いた新たな記録光学系を
作製し,その原理実証を行った結果について記述している。第5 章では,空間分割方式を用い
た.RGB規格のカラー表示方法,および1ビクセル中の磁気光学効果を制御した4値のグレーホ
ログラム像の再生法について記述している。第6章では全体を総括している。
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これまでに開発されてきた3次元物体光の波面を再現するホログラフィックディスプレイで

は,ビクセルサイズが大きいため数度以下の視野角しか得られていなかった。ピクセルサイス
が1μm以下で,かっ極めて多数のビクセルを高速に駆動できる空間光変調器の開発によって,
フルパララックスの視野角を持つ3Dディスプレイが実現できるようになる。

本論文は,高密度情報を高速に記録し表示できる磁性薄膜を用いて,フルパララックス広視
野角の磁気光学ホログラフィック3Dディスプレイを開発することを目的としている。磁気記録
媒体として光がる效性体中に局在化する磁性フォトニック結晶を用いることで,記録光の低エネ
ルギー化および回折効率の向上が実現され,輝度の高いホログラム像を再生できることが示さ
れてぃる。この3Dディスプレイは2つの磁化方向だけを利用するため,バイナリホログラムと

なり,また物理的なビクセル構造を必要とせず,磁気ビクセルの位置を光学的に制御すること
でノイズを低減できることが示されている。磁性体では高速な磁化反転が行われ,それに加え
てマイクロレンズアレイを用いて並動信己録をすることで,高速に多数のビクセルを御Π卸するこ
とが可能になり,実際に動画表示の原理実証を行っている。また,空問分割方式を用いること
で誤GBのカラー像の表示,1ビクセル中の磁気光学効果を記録光強度で制御することで4値のグ

レー像を実現している。

本研究で確立した手法を組み合わせることで,ホログラフィックディスプレイを実現できる
だけでなく,光アドレス型空間光変調器の開発や磁気光学効果を用いた情報記録技術にも大き
く貢献できるものと老えられる。英語で記載された本論文の審査および英語による質疑応答を
行った。以上により,本論文は博士(工学)の学位論文として十分な価値があると認められる。
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